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用 （ HITAC S3800/162 を 中
心としたシステムまで利用）




Fig.-5b 第1世代物理乱数発生ボード 2 1999年 東芝
発生速度 32MB/秒
ブートストラップシステム（100台のパソコンクラスタ）で利用




Fig.-7b 第3世代物理乱数発生ボード 2 2010年 日立製作所
発生速度 200MB/秒
日立 EP8000 を中心とした物理乱数発生システムに装着して利用
Fig.-7c 第3世代物理乱数発生ボード 3 2010年 東芝
発生速度 640MB/秒
SGI UV100 を中心とした物理乱数サーバーシステムに装着して利用
Fig.-8
昭和20年代に統計数値
表の乱数表を作成する
ために用いたコイン
Fig.-9
JISZ9031:2001の乱数
表を作成するために用
いた発生装置
Fig.-10 乱数ポータル
オンデマンド取得ページ
http://random.ism.ac.jp/info02.html
